
1990年出上の木簡
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地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
今
宿
字
丁
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
を

一
〇
月

３
　
発
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調
査
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者
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
河
道
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
中
期
ぞ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
宿
丁
田
遺
跡
は
、
銅
鐸
の
石
製
鋳
型
が
出
土
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
り
、

姫
路
平
野
北
西
部
の
沖
積
平
野

（標
高
一
四
を
一
五
じ

に
立
地
し
て
い
る
。
北

方
約

一
・
二
血
に
は
、
辻
井
廃

寺
跡

（白
鳳
時
代
創
建
）、　
辻
井

遺
跡
（弥
生
時
代
！
平
安
時
代
）が

あ
る
。

今
回
の
調
査

（第
七
次
）
は
、

民
間
の
店
舗
建
設
に
伴
う
事
前

調
査
で
、
調
査
面
積
は
約

一
五

〇
ゴ
で
あ
る
。
調
査
区
は
、
河

道
の
一
部
に
あ
た
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
南
東
に
向
か

っ
て
徐
々
に
落
ち
込
む
こ
と
か
ら
、
河
道
の
西
端
を

検
出
し
た
可
能
性
が
高
い
。
河
道
内
の
堆
積
土
は
、
下
層
よ
り
、
暗
褐
色
ツ
ル

ト
層

（弥
生
時
代
中
期
後
半
を
中
心
と
す
る
）
、
淡
い
灰
褐
色
ツ
ル
ト
層

（七
世
紀
前

半
）
、
灰
色
ン
ル
ト
層

（八
世
紀
後
半
ぞ
九
世
紀
後
半
）
、
青
灰
色
砂
層
（時
期
不
明
）
、

灰
褐
色
土

（
一
二
世
紀
後
半
）
で
あ
る
。

木
簡
は
、
こ
の
う
ち
の
青
灰
色
砂
層
中
よ
り
出
上
し
た
。
同

一
層
中
か
ら
は

播
磨
国
分
寺
跡
、
同
国
分
尼
寺
跡
、
本
町
遺
跡
等
に
類
例
が
あ
る
昆
沙
門
式
の

軒
平
瓦
が
、
ま
た
、
下
層
の
灰
色
ン
ル
ト
層
か
ら
も
、
本
町
式
な
ど
の
軒
瓦
が

出
土
し
て
い
る
。
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な
お
、
木
街
の
釈
読
に
関
し
て
は
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
諸
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。　
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